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はじめに 

 

 

 シールド工法技術協会で取り扱っている工法はいずれも多くの実績があり、信頼できる最先端

技術及び工法であります。現在の社会的要求である地上や地下施設への影響が少なく地球環境に

もやさしい技術として、さまざまな地盤やトンネル形状にも対応できるものであります。 

 これらの工法による工事におきましては、当該工事の目的や構造物の内容、施工期間や施工条

件、施工環境などを十分に考慮した上で、設計および施工方法を検討しなければなりません。 

 前回の改定では、「下水道用設計積算要領 管路施設（シールド工法）編 （社会法人）日本下

水道協会（2010 年版）」の改訂を受けて、その改訂内容との整合性を図るとともに、最新技術の

知見を反映して各工法の計画、設計および施工に携わる方々が分かりやすくまた活用しやすい内

容としました。 

 今回の改訂では、協会登録工法の位置付けを更新致しました。（「省面積立坑システム工法」追

加） 

 皆様がシールド工法技術協会に登録しているシールド工法の採用にあたり、適正かつ合理的な

計画、設計および施工を行うための資料として本書を大いに活用していただければ幸いに存じま

す。 

 

 

                                     令和２年 8 月 



  

［ＤＯＴ工法の位置付け］ 

シールド工法におけるＤＯＴ工法の位置づけを下記に示す。 

 

               手掘り式シールド工法 

        全面開放型  半機械掘り式シールド工法 

基本系            機械掘り式シールド工法 

シールド工法  部分開放型  ブラインド式シールド工法 

                          土圧シールド工法 

               土圧式シールド工法             泥土加圧シールド工法 

        密 閉 型                        気泡シールド工法 

                          泥土圧シールド工法  ケミカルプラグシールド工法 

               泥水式シールド工法 

 

               円 形 

                       偏心多軸シールド工法 

                       ワギングカッターシールド工法 

               非円形      

 

                        ＭＦシールド工法 

        断面形状   複円形     ＤＯＴ工法 

                       Ｈ＆Ｖシールド工法 

 

 

               拡 幅     拡大シールド工法 

 

 

特殊系           直角施工     球体シールド工法 

シールド工法  掘削線形 

               急曲線・急勾配 

 

               正面地中接合  ＭＳＤ工法 

分岐・合流 

 

               鉄筋コンクリートセグメント   Ｐ＆ＰＣセグメント工法 

        セグメント   鋼製セグメント 

覆  工            合成セグメント 

        ＥＣＬ工法 

          

 

施  工    施工設備    省面積立坑システム工法
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